






要約:川崎病冠動脈瘤既往児 35 例の遠隔期に DP 負荷タリウム心筋 SPECT を行い、うち 5

例に CAG 上有意の狭窄性病変(一)にもかかわらずシンチ陽性を示した。3 例は急性期 AN1

群で、その灌流欠損のパダーンは Diffuse type2 例と Local type1 例に分かれた。他の 2

例は急性期 ANm 群と ANs 群の 1例ずつでともにLocal type であった。本検査は、冠動脈の

微小循環障害や心筋炎などの微細な後遺症をも反映する可能性があり、今回の結果は本疾

患の長期予後に新たな問題点を投げかけるものであった。 


